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峨硲隼擾躍筆県藺部飽麗の緊急調査報告

粟田泰夫(環境地質部)･原山智(名古屋出張所)･遠藤秀典(環境地質部)

YasuoAwATASatoru且ARAYAMAHidenoriEND6

はじめに

1984年9月14目8時48分長野県西部の木曽郡王滝村

付近を震源としてM(マグニチュｰド)6･8の地震が発生

した.飯困･諏訪･甲府･舞鶴で震度1Vを記録したほ

か有感地域は中部･関東の全域と近畿の大部分さら

には東北および山陰の一部にまで及んだ(第1図).同

目気象庁はこの地震をr昭和59年(1984年)長野県西部

地震｣と命名した.この地震による被害は震源域に

あたる王滝村に集中しており死者･行方不明者は29人

に達した.被害の多くは震動によって引き起こされ

た斜面崩壊によるもので死者･行方不明者の全員が斜

面崩壊とそれに続く土石流および岩居流の犠牲とな

った.

筆者らは9月17目から21目までの5目閻被災直後

の王滝村を現地調査した.その後幾人かの目撃者か

ら貴重な証言を得ることができまた室中写真等の解

析も行った.以下では今回の地震について地震発

生後の約1ヶ月の間に得られた調査結果を中心にして述

べることにする.
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現地調査の経過

<地震発生の当目>14目正午頃になって王滝村に

大き底被害カミ発生していることカミ伝えられ緊急に現地

調査を行うことになった､しかし現地から伝えられ

る情報は断片的であり道路が至る所で寸断されている

らしかった.その上現地では雨が降り続いており二

次災害も心配された.このような悪条件を考慮して

出発は3日後の17目と決まった.それまでの間にテ

レビや新聞の報道から現地の状況を把握することカミでき

た.気象庁からは地震に関する詳しい情報が送られて

来た.

これらの情報を総合して現地では地震断層の発見

と濁川に発生した大規模な崩壊の実態を把握することに

重点を置くことにした.

<9月17目晴れ>東京大学地震研究所の松田時彦

教授が濁川の崩壊が粉体流であることを空から確認し

たことを新聞で知った･地震発生当目に空から撮影し

第1図震度分布図(気象庁資料による)

た写真があるとの情報を得た筆者らは名古屋市内でそ

の写真を入手した.写真には大きく崩壊した御岳山

八合目付近伝上川と濁川の合流点付近の荒廃した様子

王滝川を埋め尽した堆積物などが写されていた.写真

を見て直ぐに岩居流が発生したのではないかと思った.

名古屋市内ではこの目に王滝村上空を飛んだ飛行機か

らの情報も得られた.筆者らのうち1名(H.E.)は

空から撮影された写真を解析するために直ちに地質調

査所のある筑波へ引き返した.

<9月18目雨時々曇リ>途中上松町に1泊した

残りの2名(Y.A.とS.H.)はこの日現地入りした.

王滝村役場に置かれた現地対策本部で被害の概要や道

路の通行の可否を教えていただいた.この時点では

柳ケ瀬地区で王滝川をせき止めた土石の流出による二次

災実が懸念されていた.最初に余震域内の道路のう

ち通行可能な範囲を全て調査し地震断層が見られない

ことを確認した一その後氷ケ瀬へ向かった.氷ケ

瀬トンネルの土石と流木で埋められたわずかな隙間を通

り抜けて氷ケ瀬の上流へ出た･そこで岩屑流の末端

カミ水ケ瀬にまで到達していることを驚きとともに確認

した.

夕方現地対策本部に立ち寄り情報交換を行った.
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第2図震源地域周辺の活断層図

1｡震央2.余震域(名古屋大学理学部資

料による)3.活断層;太線はA級細

線はB級活断層.矢印は走向ずれの方向

ゲバは落下側を示す.
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その時現地を視察された建設大臣から王滝川をせき

止めた土石による二次災害の可能性についてrよほど

の降雨がない限り二次災害の発生はない｣との見解が出

されていることを知った.

<9月19目曇リｰ時雨>御岳山八合目の崩壊地を

観察するために七合目の閏の原へ向かった.田の原

へ通じる林道黒石線は松毬地区で寸断されていたもの

のそれから先は何とか車の通行ができた･筆者らは

徒歩で御岳高原まで行きそこに放置されていた車を借

りて田の原へ行くことにした.2時間余り歩いて車を

見つけ人気の消えた御岳高原を田の原へと走った.

しかし霧と面とで視界が悪く崩壊地を見ることはで

きなかった･帰路御岳高原の土石流現場を調査した.

夕方対策本部へ立ち寄り情報交換を行った.

<9月20目曇リｰ時晴れ>岩屑流に埋まった王滝

川を調査するため氷ケ瀬へ向かった･この目捜索

隊が初めて氷ケ瀬に入っていた.しかし王滝川の水

最が多く氷ケ瀬トンネルの出口付近より奥地へは進め

なかった.昼頃青空カミ見え始めたために再度田

の原へ向かった.田の原に着いた時には霧がかかって

いたカミ夕方近くになってようやく霧が晴れた.そし

て御岳山八合目の大崩壊地と小三笠山付近を通過し

た岩屑流の跡を観察することができた.

<9月21目晴れ後曇リ>現地に入って初めての好

天に恵まれた･復旧のための人々の動きも活発になっ

1984年12月号

だ.この目のうちに筑波まで帰る予定であったがも

う一度田の原へ上カミることにした.快晴の田の原から

崩壊地と岩屑流の跡を観察し写真に収めた.さらに

田の原では名古屋テレビの取材ヘリの一行と出合うこ

とができ空からの観察記録を入手するととカ茎できた.

午後現地対策本部に調査結果を報告し王滝村を後

にした.

地震のあらまし

気象庁によれば地震の震源は北緯35.49'･東経137.

35∫深さは5kmであった.名古屋大学理学部によれ

ば震源の深さは3.8kmとごく浅かった.マグニチュ

ｰドは6.8でこの付近で発生した地震としては1969

年の岐阜県中部地震(M6.9)以来の大きなものであった.

本震の発震機構は横ずれ断層型を示している(気象庁資

料による).余震域で示される本震の震源域は牧尾ダム

の北側から村役場のある東地区を経て柳ケ瀬に伸び

直線状に分布している(第2図).この余震域と発震機

構から地震を発生させた断層は東北東一西南西で右

横ずれ長さ15kmであったことが分かる｡最大の余

震は9月15目午前7時14分に発生した.この余震の

規模はM6.4で飯田･諏訪･高山を始め秩父から彦根

までの広い地域で震度皿を記録した.この余震の震源

域は本震の余震域め酉のはずれに北北酉一南南東に

伸びている(第2図).このことから最大余震の発生�



一22一

票目ヨ･原山･遠藤

第1表長野県西部地震および主な余震の表

(本震発生後1時間以内気象庁資料による)

No.�月日�時分�存地の震度��

1�914�848�第1図��

2��57�m:飯田.�II:高山.四日市.�I1輪島.

���彦根.岐阜.松本.名古屋��

3��93�II1高山.�I:岐阜.飯田�

4��13�I1岐阜.津.��

5��21�II1高山.�I:岐阜.�

6��40�I1高山.��

第2表長野県西部地震による長野県下の主な被害

(9月23日現在県災害対策本部調べ)

死者･行方不明者

負傷者

家屋全壊･流出

〃損壊

被害総額

主な内訳

29人

10人

10棟

558棟

358億円

農業4億1900万円

林業248億6700万円

土木施設93億6000万円

に際して本震を発生させた断層と共役関係にある別の

断層が誘発されて動いたと考えられる･最大余震の

25分後にもM5.6のか在り大きな余震があった.気

象庁によれば余震(第1表)の数は14目と15目には400

-500回に達した一その後余震活動は順調に衰えて

18目以降は100回以下に減った.余震の数は9月23目

午後7時までに1,752回を数えた(気象庁資料による).

これらの余震の震源の深さは本震と同様に浅く2-6k

mであった(名古屋大学理学部資料による).

今回の地震は1976年から断続的に続いていた王滝村

付近の灘発地震の震源域とほぼ同じ場所で発生した.

しかし今回の地震の震源域の深さは灘発地震のそれ

(約10km)よりも幾分浅かった.王滝村付近の群発地

震は1978年から1979年にかけて活発になり1979年10月

7目にはM5.3の地震が発生した.その後弾発地震

カミほぼ収まった1979年10月28目には御岳山が有史以来

初めて噴火した.御岳山の噴火以後地震活動は沈静

化し今年は8月末までに8回の無感地震を記録しただ

けであった(気象庁資料による).名古屋大学地震予知観

測センタｰによると微小地震が毎日1回程度発生して

いただけである･灘発地震の震源地に近い三岳村役場

では2ケ月に1回程度の有感地震があったという.

現在のところ一連の灘発地震と今回の地震の関係は

明らかでない.また御岳山では火山活動の前徴は観

測されていない.

地震の後で科学技術庁国立防災科学技術センタｰの

大竹政和地震活動研究室長から牧尾ダム周辺では貯水

開始後地震活動が活発化していたとの統計調査の結果

カミ発表された.しかし今回の地震とダムの貯水との

因果関係は明らかでない.たお今回の地震発生時には

牧尾ダムの水量は満水時の2割程度にまで減っていた.

地震と活断層

坤震の本震は東北東一西南西に伸びる長さ15kmの

断層カミ右横ずれ運動をしたために起こったと考えられる.

松田(1975)によればM6.8の地震では長さ15kmで

変位量1m余りの地震断層の出現が期待される.しか

しこれまでの例ではこの程度の規模の地震で地震断

層が地表に出現する確率は3分の1以下である.筆

者らは震央付近の善本の道路を集中的に調査したが

地震断層は発見でき衣かった.地震後1ケ月を経ても

地震断層が発見されたとの確かな情報は伝えられていな

い･今回の地震では地震断層は出現しなかったよう

である.

震源地域の南東方には我が国第1級の活断層である

阿寺断層カミ北酉一南東に走っておりこれと共役関係に

ある北東一南直走向の活断層カミ如られている(第2図)･

しかし余震域で示される震源域付近には活断層は知ら

れていない･また周辺地域の活断層の走向は今回

の地震を発生させたと考えられる震源断層の走向とは若

干のずれがある.

地震災害のあらまし

今回の地震では震央から約40km離れた飯田と高山

の測候所では震度wおよび巫が記録された.震源の直

上に位置する王滝村での震度はより大きかったと推定さ

れる､筆者らの調査では王滝村では墓石の転倒は

数多く見られたものの地震の震動によって倒れた家屋

は校く屋根瓦の落下や土壁の剥離が見られた程度であ

った.また大量の降雨が誘因とたった土石流と不安

定な火山斜面の崩壊に起因する岩層流を除くと山崩れ

･崖崩れは小規模であった･これらの被害状況から判

断すると王滝村の震度はV程度であったと思われる.

震度はVにとどまったにもかかわらず死者･行方不

明者29人を始め大きな被害が発生した(第2表).これ

らは主として斜面崩壊に起因した大規模な土石流と岩

層流による被害であった.
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策3図地震に伴う斜面崩壊の分布図

1-5:岩居流

1:崩壊地域

2:主流通過地域(侵食地域)

3:側流通過地域(薄い堆積物と流痕が見られる地域)

4:堆積地域(厚い堆積物と流れ山が見られる地域)

5:二次泥流地域(主として厚い岩層流堆積物の上に薄い二次泥流堆積物が見られる地域)

6:二次泥流

71世き止め湖(9月28日現在)

8:土石流(崩壊地域および土石流通過･堆積地域)

1984年12月号�
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土;百流による被害

土石流は大量の水を含んだ土石が一気に斜面を流れ

下る現象である.今回の地震では数日来の大量の雨

を含んだ斜面が地震の激しい震動によって崩壊し4ケ

所で大規模な土石流が発生した(第3図).

長野地方気象台によると王滝村では9月9目に119

mmの大雨が降りその後も12目を除いて毎日小雨が降

っていた･14目には午前9時までに37mmの降雨があ

り9目の降り始めから14旦午前11時までの総雨量は

169mmに達していた.

<松毬地区>松毬地区で発生した土石流では民家

や森林組合の木工作業所･生コン工場が流され13人が

死亡または行方不明となった､この土石流によって村

の幹線道路である県道と林道黒石線が不通となりその

後の復旧作業の大きな妨げになった.

崩壊が起こったのは王滝川との合流点から500mさ

かのぼった大又川の右岸の段丘である｡崩壊の規模は

最大幅100m･長さ100mで厚さ30mの段丘堆積物約10

万m冒が土石流となって大又川へ流れ落ちた.高度差

90㎜の斜面を流れ落ちた土石流は民家と木工作業所を

のみ込みさらに対岸の斜面を高さ30-40mまで駆け上

がり生コン工場を押し流した(写真1).さらに王滝

川との合流点まで500mの距離を流れ下り扇状に広が

って停止した.

崩壊した河岸段丘は厚さ20-30mで火山岩塊や火

山礫･火山灰の二次堆積物からなる.基盤には白色の

風化した軽石層が見られる･現在までの調査では大

量の雨水を含んだ風化軽石層が震動によって流動化し

上部の厚い段丘堆積物の崩壊を引き起こした可能性が考

えられる.

<御岳高原>大又川の支流小又川上流の標高1,400

m付近で発生した土石流では御岳山七合目へ通じる林

道黒石線が埋まり御岳高原の名古屋市民休暇村に滞在

していた数10人カミ孤立した.しかし幸い校ことに

ここでは1人の犠牲者も出なかった.

崩壊の起こったのは小又川のさらに支流の清滝上流

の緩斜面である(写真2)､崩壊は3ケ所で起こった.

崩壊土石量は約30万m㌔土石流は2方向に流れ出し

た.その1つは御岳霊場の北側を通り清滝の近く

まで600mを流れて停止した.もう1つは御岳霊場

の南側の沢を流れ下り途中の高さ100mの断崖を滝と

なって落下し小又川と大又川の合流点付近まで約

1,300mを流れて停止した.

崩壊した斜面の傾斜は約15｡であった.3ケ所とも地

質条件は似ており古期御岳火山(小林ほか,1971;小林

ほか,ユ975第3表)の噴出物の上を新期御岳火山の軽

石層が覆っていた.軽石層の厚さは3-10mであった.

崩壊は大量の雨水を含んだ軽石層が震動によって

流動化することによって起こった.崩壊地はいずれ

も林道黒石線カミ緩斜面を切り取って作られたところにあ

り林道より上部にあった軽石だけが土石流として流れ

出している.

<松毬地区北西方>松毬地区西方の尾根上の緩斜面

でも土石流が発生した出土石流の流れた距離は300-

400mであった.筆者らは直接現場を見ていないカミ空

中写真判読によると御岳高原と同じ条件下で土石流が

発生したものと思われる.

<滝越地区>滝越地区で発生した土石流では民家

が流され1人カミ死亡した.崩壊の起こったのは滝越

地区の背後標高1,200㎜の尾根である.尾根の最

上部付近の斜面が崩れ10-20万m3の土石流となっ

て高度差150mの急な沢を流れ落ち王滝ダムの貯

水地を埋めてしまった.ここでは古期御岳火山

の噴出物の最上部付近で崩壊が起こっているようで

あるが詳しいことは分から校い.

写真1松毬地区の土石流､河岸段丘の崩壊地から流れ出した

土石流が大又川の両岸の樹木を剥ぎ取った様子カミ見られる.

(9月17目撮影)

せつ

岩屑流による被害

王滝川の支流濁川の上流で大規模校崩壊が発生

したことは地震当目の午後になって判明した.

テレビでは王滝営林署氷ケ願事業所が泥流に埋め

られていく様子カミ伝えられた.その後夕方にたっ

て濁川温泉の一家4人が行方不明となっているこ

とが伝えられた.

16目付けの新聞では當山大学の小林武彦教授に

地質ニュｰス364号�
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策3表御岳火山の発達史*

層序

新

古

期

第4期

第3期

第2期

第1期

南北方向に

並､1ご小火口群

五の他火口降下スコリア

三の他火口溶岩

=㌶/溶岩火砕物

四の他火口溶岩火砕物

山頂に小カルデラ←木曽川泥流(名古屋に達した)

第2期山体頂部に

安山岩の成層火山(現在!/高一)/鷺流降下スコリア

ぺll∵芦鴛二㍍

�

大量の降下軽石Pm-I',Pm一'I(>10km3),Pm-II

(東京付近にも分布)

長い(10万年?)休止期

侵食深い放射谷

大きい成層火山高さ3,200-3,400m

現存の山体のみで約50km3噴出物はおそらく80km3

岩

.質

｡l-bb-bghyp-augA

��札��畧���

hb-ol-bgau夢hypA

hb･1〕9au堅11ypA

±o1,土hb,aug-hypA

±aug,llb･11ypR

aug･七gbt･11ypR

a唯hypA

aug･o1B

Si02重量%

�

�

��㈬�

�

����

����

年代×104年

Pm･a.2.3･14C

木曽川

㈬��

泥流

Pm･III3.5MC

����

不明

*一･林はか(1975)をもとにした

B:玄武岩

01:オリビン

bt:黒雲母

A:安山岩R:流紋岩

hb:角閃石hyp:紫蘇輝石

bg:bearing含有

FT:フィッショントラック

aug:普通輝石

よるr直下型地震の揺れによって御岳山上部の伝上川上

流で大規模な土砂崩壊が起こりこれが一気に流れ出し

た｣との見解が伝えられた.さらに17目付けの新聞

では東京大学地震研究所の松田時彦教授によるr御岳

山の山腹で起こった崩壊は粉体流(ドライアバランシェ)

となって流れ下り下流の川の流れと合流した後で泥流

化した｣との見解が伝えられた.

筆者らはこれらの情報を得て大量の土石に埋まっ

た氷ケ瀬付近を調査し土石の流れは末端まで水を含ま

ない岩屑流として到達していることを確認した.それ

以後筆者らは調査の重点をこめ岩層流に置いた.

写真2御岳高原の土石流.崩壊は林道より上部の緩斜面で起こ

った.白い帯状の流痕は流れ出した軽石の堆積物からなる､

(9月17目撮影)

1984年12月号

1.岩屑流

岩屑流は空気などの低温のガスと岩屑が一団と

なって斜面を流れ下る現象である.大量の岩屑と

ガスが一団となった粉体は粒子(岩層)の間に存

在するガスが滑剤となって流動化現象を示し見掛

けの粘性がきわめて低い流体のように振舞う.そ

のために緩斜面であっても高速度でしかも長い

距離を流下するのである･このよう狂流れに対し

て火山性のものにはドライアバランシェ(荒牧,

!979)またはデブリアバランシェという名称がつけ

られ非火山性のものにはデブリストリｰムという

名称がつけられている･ここでは火山性･非火

山性を問わずこのような流れに対して岩屑流とい

う名称を用いることにする.

岩屑流カミ発生するためには大規模な崩壊が起こる

ことが必要条件である.したカミって岩屑流は一�
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第4表

目撃者の証欝

9月14日

8時48分

53分頃

54分頃

55分

55分頃

その直後

その直後

57分

本震発生

ラジオ第1報

ラジオ第21報

余震(飯田震度In)

･(小)立っていられない程の揺れを感じたドカｰンという音を聞いた

(田)地震を感じた落石があった

(大)地震を感じた落石があった

(小)避難を始めた

(大)地震がありました……との臨時ニュｰスを聞いた

(大)腕時計(デジタル式)で時刻を確認した

(大)地震がありました……との臨時ニュｰスを聞いた

(田)甲府震度4一･と伝える最中にゴｰという音を聞き山へ向かって逃げた

(大)甲府震度4名古屋……と伝える最中にゴｰという音を聞き山へ向かって逃げた

(田)林道から15～20m程の高さまで逃げた時自っぽいうす茶色の水のようなものが地響きをたてて

川原を走ったその後で冷たい風を受けた

(田)さらに15m程上まで逃げた時ものすごい速さでみそ汁のような赤っぽいぬるっとした重いもの

が来た泥のかたまりが5m程下をはしった

(大)林道から10m以上の高さまで逃げた時土石が下の方から巻いて来た

水気はなかった

(田)山肌が割れて中から石が転がり出て来たそしてあっという間に川原は土砂で一杯になった

(田)かなり大きな余震があった

泥の海から30m程の高さにいた

(小)小林清さん(木曽御岳観光株式会社勤務､王滝村在住)他7名

目撃地点:御岳山七合目田の原観光センタｰ(第3図A地､点

天候:雨視界100㎜

崩壊地点の東方1.5㎞地点)

(田)田中亮治さん(建設業､中津川市在住)

目撃地点:柳ヶ瀬地区餓鬼ヶ咽トンネル出口から上流100m地点(第3図B地点

天候:雨

(大)大目義弘さん(王滝営林署員､上松町在住)

目撃地点:.オ卯ヶ瀬地区餓鬼ヶ咽トンネル出口から上流50m地点(第3図B地点

'天候:両

度発生すると広い地域に大きな被害をもたらす.岩屑

流の事例としては1980年にアメリカのセントヘレンズ

山の噴火に伴って発生したものが有名である.VOI-

GHTθ㍑二(1981)や宇井･荒牧(1983)によればこの

時の崩壊規模は2･3km3で岩屑流は28kmの距離を10分

前後で流れ下った.我が国では1888年に磐梯山の噴

火に伴って発生した岩屑流(中村･青木,1980)が有名で

ある.地震に伴った岩屑流としては1923年の関東地

震の際の根府川山津波が知られている｡松沢(1925)

および今村(1925)によればこの時の崩壊規模は100万

一340万m3で碧層流は6kmの距離を平均速度70k触/

時の速さで流れ下った.このほか歴史的には1857年

崩壊地点から10.5㎞下流)

崩壊地点から10.5㎞下流)

の飛越地震に伴う常願寺川上流の崩壊1792年の雲仙火

山の噴火に伴う眉山の崩壊だとが知られている(字性

美,1975などによる).

第四紀火山の山麓にしばしば見られる流れ山地形は

岩層流による堆積物に特徴的なもので地質学的に見る

と岩屑流の発生する頻度は決して低くないようであ

る.

2.目撃者の証言

岩屑流の流れ下った地域には当時17人がいた･そ

のうちの15人カミ行方不明となり2人カミ助かっている.

以下にはこの2人を含め岩層流を直接･間接に目撃

地質ニュｰス364号�
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した人々の証言をまとめてみた(第4表).証言は主

として地震発生後5目から1ケ月を経た後に電話によ

る聞き取りによって得られた.

<証言その1小林清さん>

r地震当時御岳山七合胃の田の原観光センタｰにい

た｡天候は雨で視界はユ00mぐらいだった.突然

立っていられない程の強い地震が起こりドカｰンと

いう大きな音がした･音と揺れは短時問で収まりそ

の後静かにな㌦･た｡御岳山が噴火したのだと思い5

分ぐらい後に車で避難を始めた.｣

<証言その2田中亮治さん>

r地震当時王滝川沿いの県道をジｰプで走っており

が舌のど

餓鬼ケ咽トンネルを抜けて150㎜ぐらい上流側にいた.

雨がかなり強く降っていた･地震と同時に落石があっ

たので少し先の広場に車を止めた.臨時ニュｰスが

あると思いラジオをつけたが聞こえなかった.合羽の

上着を着てヘルメットをかぶり餓鬼ケ咽トンネルに避

難しようと思い車をUタｰンさせた.大目さんのトラ

ックより上流側約50mの所で落石のため通れなくなって

おり車を止めた.その時ラジオカミ聞こえるように

狂った.車を降りょうとドアを開けた時ゴｰとい

う地鳴りカミ始まった.その時ラジオでは“甲府……"

と放送されていた.上流の王滝ダムが決壊して水が押

し寄せて来たのだと思い道路わきの山へ逃げた.笹

をつかんで斜面を登り道路から15-20mぐらいの高さ

まで逃げた時河原を白っぽいうす茶色の水の固ま

りのよう恋ものがものすごい速さで走って行くのを見

た.そのすぐ後で冷蔵庫のように冷たい風力ミガサｰ

とほおをたでた.さらに15mぐらい高くまで逃げた時

みそ汁のような赤っぽい土と石の飛び散るぬるっ

とした水のよう恋重いものがやって来た.それは足

の下5mぐらいの所を通りあっと言う間に河原一杯に

なった.土ぼこりは立っていなかった.斜面の山腹

が割れて中から石が転がり出て来たのでヒノキの大

木に身をかわした･この次には三浦ダムの水カミ押し寄

せて来ると思い'さらに上へ逃げた.その後にかな

り大きな余震があった.発電所への導水管カミ外れたの

か水の吹き出す音が聞こえた.振り返えると河原を

埋めた泥の海から30mぐらいの高さの所にいた.ひっ

きりたしに山カミ揺れており対岸の崖の崩れる昔カミして

いた.あたりには泥臭いにおいが立ち込めていた.

土石カミ嚢って来る様子はまるで巨大たビルが攻めて

来るようだった.｣

<証言その3大目義弘さん>

r地震当時王滝川沿いの道をトラックで走っており

餓鬼ケ咽トンネルを抜けて100mぐらい上流側にいた.

1984年12月号

地震と同時に落石がありすぐに道がふさがれた.後

に2台の車が続いており直後にいたのは田口さんの車

だった.ラジオをつけるとしばらくして通常放送が

中断され“地震カミありました……"との臨時ニュｰス

が流れた.デジタル式の腕時計を見ると8時55分だ

った･その後でもう一度“地震がありました･一･"

との臨時ニュｰスが流れた.しばらくして各地の地震

が放送され始め“甲府震度V名古屋一･"とまで聞

いたところでゴｰという音を聞いた.上流の滝越

ダムが切れて水カミ押し寄せて来たと思い山へ向かって

逃げた.土石がやって来るまでには道路から10m以

上の高さまで逃げていた･土石は下流の餓鬼ケ瀬の

方から巻いて来るように見えた.土石に水気カミないの

カミ意外だった.木をなぎ倒す音とゴｰという音が聞

こえていたが振り返えらないで夢中で逃げた.11時

頃濁川林道事業所にたどり着きしばらくして田中

さんもたどり着いた.｣

<証言その4田口忠夫さん>

｢地震当時氷ケ瀬事業所にいた.雨が降っており

王滝川は増水していた.地震と同時に大庭淵の崖が崩

れた･以前に地震で三浦ダムが決壊したとの想定で

防災訓練をしていたので揺れが取ってから全員で山

へ避難を始めた･途中で山鳴りというか普段は聞

いたことがない異様な音がしてしばらくして取った.

河原から120-130mの高さの所に待避していたカミ水か

さカミ増して来る様子が狂いので4人で事業所へ戻った.

20-30分ぐらい後で泥水が押し出して来て事業所の

建物が埋まり始めた.｣

<証言その5鈴ケ沢地区の住人>

r地震があって20-30分ぐらい後で鈴ケ派を土石流

が流れ下って来た･正午頃に避難を始めたがそれま

でに5-6波の土石流カミあった.中でも第2波の土

石流カミ最も大きかった.｣

3･長野県西部地震に伴う岩屑流

長野県西部地震では震動によって御岳山八合目で大

崩壊が起こり岩層流が発生した(第3区および第5表).

崩壊規模は3主000万武岩屑流は高度差1,600m･

距離12kmを9分前後で流れ下った.その間の平均速

度は80km/時であった.岩屑流は伝上川から濁川を

経て王滝川に流れ下り谷筋の樹木はことごと.く剥ぎ取

られてしまった.また15人が行方不明となった.

岩層流堆積物は王滝川の抑ケ瀬から氷ケ瀬の間3.5隻m

を埋め尽し上流の滝越地区を孤立させるとともに長

さ2.5km･最大幅250mのせき止め湖を出現させた(写

真3).王滝川を埋めた岩層流堆積物は厚さ10-50m�
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第5表岩屑流の概要

崩壊発生時刻

停止時刻

崩壊規模

流れた距離

平均流速

9月14日8時48分頃

同57分頃

3,000万nf

���

8011m/時(10.5km/8分)

でその体積は1,500万一2,000万m3にも達する･

3.1.崩壊

9月14目午前8時48分地震の強い震動によって御

岳山八合目｡で大崩壊が起こった.崩壊したのは剣ケ

峰(3,063m)の南南西方約2km伝上川源頭の2本の

沢に挟まれた幅600m･傾斜約30切尾根である.尾

根は標高2,550mから2,100mまでの間長さ1km･幅

200-400m･深さ100m以上にわたってまるでスプｰ

ンでえぐり取ったように崩れ落ちた(写真4).

崩壊したのは安山岩質の溶岩と火山砂層物が互層を

なす御岳火山第3期の成層火山体(第3表および写真5)

の一部が侵食によって取り残された尾根であった･

尾根の脚部は伝上川の侵食によって断ち切られており

このような不安定さが大規模な崩壊が発生した1つの原

因であったと考えられる.一また信州大学の斉藤豊

助教授らのグノレｰプは崩壊地の下部に軽石層があるこ

とを確認しその軽石層σ果した役割に注目している一

馬蹄形の崩壊地の下部にはV字状の新しくできた深

い切れ込みが見られる･'これが崩壊によって生じたの

かそれとも上部の馬蹄形の崩壊地から岩屑流カミ流れ落

ちる際に生じた侵食谷なのかは現在のところ分からな

レ､.

崩壊規模は馬蹄形の崩壊地だけに限っても大ざっ

ぱに見積って3,000万m冒である.

写真3抑ケ瀬上室から見た岩層流の跡･伝上川･

濁川の側壁を剥ぎ取りながら流れ下った岩層流は

王滝川を埋めて厚く堆積した.(9月21目撮影)

3.2.岩屑流

崩壊によって生じた岩暦は数千万一1億tにもなる.

この大量の岩層は最初は南東へ向かって伝上川(標高

1,800m)まで高度差750mを一気に崩れ落ちた･この

落下の過程で大量の空気を取り込み岩屑流と化したもの

と思われる.

岩暦流の大部分はこれより進路を南西に転じて伝

上川の幅300-400m･深さ150mの谷を一杯になって流

れ下って行った(写真6).岩屑流の一部は伝上川の

写真4目ヨの原から見た御岳山八合目の崩壊地縁の山

腹に馬蹄形カノレデラを思わせる巨大な凹地形が見完る.

(9月21目撮影)

写真5崩壊地上部に見られる第3期御岳火山の成層火山

体の断面､熔岩と火山砂層物カミ約30切傾斜で積み量

っている.(9月21目撮影)
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谷からあふれ出し小三笠山の北西側の緩斜面に広かっ

て鈴ケ沢の東股と中肢にも流れ込んだ.

岩居流の一部は伝上川が大きく南に屈曲する地点か

ら再度あふれ出し高度差100mの尾根を隔てた濁川に

側流と匁って流れ込んだ.伝上川を南へと流れ下った

主流は樹川で側流と合わさり70-80mの厚さを保っ

たまま王滝川へなだれ込んだ.

王滝川に祭りた岩腐流の厚さは50mであった田これ

より下流では主として堆積が行われ岩居流の厚さは次

第に薄くなって行った.餓鬼ケ咽では厚さ30m氷ケ

瀬では厚さ10m前後の流れとたり氷ケ瀬の下流約200

mの地点で岩屑流は停止した.

岩屑流の流れた距離は流路に沿って測って12kmで

その間の高度差は1,600m平均勾配は100分の13であっ

た.崩壊地付近の急斜面を除くと流れた距離は11

kmその間の高度差は850m平均勾配は100分の8で

あった.目撃者の証言によると10.5km下流の餓鬼ケ

咽付近に達したのは崩壊発生の約8分後の8時56分頃

である.これから平均速度を求めると80km/時程度と

在る.12km下流の氷ケ瀬に到達したのは約9分後

の8時57分頃と推定される.

目撃者の証言から類推すると岩層流は3つの部分か

らなっていたと思われる.1つは岩層と空気カミｰ団と

なった厚い岩屑流の本体である.この本体の運動に伴

い排除された室気と本体から吹き出された細粒物とが

疾風とたって先行していたと思われる.あと1つは

目撃者の証言にあるr冷たい風｣でこれは岩屑流の

本体から抜け出して膨張･冷却させられた空気だったの

かも知れ校い.

3.3.岩層流堆積物

崩壊地から6隻m下流の伝上川と濁川の合流までの間

伝上川の谷底にはほとんど堆積物は残されていない由

この間岩屑流の主流は専ら谷の表土を剥ぎ取っただけ

で谷の側壁には流れと平行した擦痕が残されている｡

伝上川の谷からあふれ出した側流の厚さは比較的薄か

ったと思われる.破壊された樹林の様子から推定する

とその厚さは20m程度であっただろう.･岩層流の側

流が通過した尾根上の緩斜面には薄い堆積物が残され

ている(写真7)･この薄い堆積物は主として直径数

㎝から数mまでの岩塊からなる.また堆積物に見ら

れる線状の堆積構造は岩屑流の残した流痕である.

濁川に流れ込んだ側流は伝上川との合流点までの間

にかなりの量の堆積物を残しているこの堆積物はや

や厚く自然堤防やリップルマｰク様のしわ流れ山放

との堆積構造が見られる.

岩屑流の主流は濁川に沿ってしばしば厚い堆積物

を残している.特に濁川温泉跡付近には厚さ20-

40㎜の堆積物が残されており直径数mから10数mの顕

著な流れ山が見られる.

王滝川の柳ケ瀬から氷ケ瀬までの間約3.5kmには

厚い岩屑流堆積物が堆積している.上流の抑ケ瀬では

厚さ50mであり下流へ向かって薄くなり氷ケ瀬上流

では10m前後の厚さである･堆積物の表面にはリッ

プルマｰク様のしわが見られところどころに流れ山も

見られる｡王滝川に堆積した岩屑流堆積物の量は1,500

岩屑流は写真右手

の崩壊地から流れ下って来たその勢いで左岸の屋根上にあふ

れ出した様子カミよく分かる.(9月21目撮影)

写真?岩暦流に表土を剥ぎ取られた伝上川

の側壁と屋根上にあふれ出した側流が残し

た堆積物の流痕.写真中央付近にヘリコ

プタｰが小さく写っている.(9月17目撮影)

1984年12月号�



一30一

粟田･原山･遠藤

写真8水ケ瀬上流の岩層流堆積物･堆積物の表面は起伏に

富んでいる.手前の河原は二次泥流による侵食と再堆積で

できた.(9月20目撮影)

万一2,000万m3と推定される.

筆者らは氷ケ瀬トンネルの上流側のごく狭い範囲で

のみ岩層流堆積物を直接手に取って観察することがで

きた(写真8および9).そこでは厚い岩屑流堆積物の上

を厚さ30-50cmの薄い二次泥流堆積物が覆っていた.

氷ケ瀬上流の岩層流堆積物は拳大から人頭大までの

角はった火山岩塊とその間を充填する粗粒の火山灰か

らなる.細粒の粘土分や異質物は含まれてい校い.

ところどころ火山岩魂の間が空隙になっている.筆

者らカミ調査した時は岩屑流堆積物は乾いておりサラ

サラとしていた(写真10).

3.4.二次泥流

目撃者の証言によれば岩居流カミ停止し堆積し終って

からしばらくして泥流が押し出して来ている･この

二次泥流は連日来の面とりわけ地震当目の強い雨に

写真10岩層流堆積物.拳大の火山岩塊と粗粒の火山灰から

なり非帯に乾いていてサラサラしている.(9月2目撮影)

写真9岩屑流堆積物に特徴的な流れ山･周囲の平坦

面は二次泥流堆積物に薄く覆われている.

(氷ケ瀬上流にて9月20目撮影)

よって増水していた河川の流れによって引き起こされた

と思われる.二次泥流は伝上川の標高1,500m付近

から下流に見られ岩屑流堆積物の表面を薄く侵食し

また再堆積させている(写真11).この二次泥流は

岩屑流堆積物の末端から大量の岩層を流し出して氷ケ瀬

事業所を埋めてしまった.

鈴ケ沢の東股および中肢に流れ込んだ岩層流堆積物

(写真12)は流れをせき止め幾度にもわたって流れ出し

た水力ミ二次泥流を発生させた(写真13).

3.5.せき止め湖

上滝川の抑ケ瀬と氷ケ瀬の間3.5kmを埋めた岩居流堆

積物は上流側にせき止め湖を誕生さ世だ.地震発生

直後にはこのせき止め湖の決壊による二次災害が心配

された.しかし9月18目には当面二次災害の心配

は狂いことが明らかになった.21目からは大型の重

機が空輸され水位を低下させるための水路の掘削が始

まった.水路が開通した26目には水位の上昇が停止し

たがせき止め湖は長さ2･5km･最大幅250m･最大

深さ50mの大きな湖となった･

おわりに

今回ヅ)緊急調査では被災地が急峻な1篶地にあって

道路が至るところで寸断されており悪天陵も重匁り十

分な地上踏査を実施することカミできなかった.しかし

幸いなことには多数の空からの観察記録や写真を利用

することができ地震災害の全体像を取りまとめること

ができた.

今回の調査においては多くの方々に御協力をいただ

いた.長野県災害対策本部および現地対策本部の方々

には忙しい中現地調査のための便宜を計っていただ

地質ニュｰス364号�
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写真11岩屑流堆積物の上を流れた二次泥流の跡･濁川と

王滝川の合流点にて.

(9月21目撮影)

いた.王滝村役場の宮下さんには林道黒石線を走行

するための車を貸していただいた.中目本航空K･K･

および名古屋放送K.K.からは空からの観察記録や写

真の収集について多大悲御協力をいただいた.NHK

からはラジオの臨時ニュｰスの放送時刻について教え

ていただいた.また気象庁が地震予知連絡会に提出さ

れた資料を利用させていただいた･これらの方々に厚

くお礼申し上げる.
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追記本稿の投稿後筆者らの1人(Y.A.)は再度現

地を調査する機会を得た.そこでは幾つかの新しい事

実カミ明らかになったカミとりあえず滝越地区の崩壊カミ

土石流ではなく小規模な岩層流であったことを追記して

おく.また本震の規模(M6.8)は気象庁による最終

値によった.

写真12小三笠山の北側の鞍部からあふれ出して鈴

ケ沢東股に流れ込んだ岩屑流の跡.

(9月21目撮影)
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写真13鈴ケ沢を流れ下った二次泥流の跡.鈴ケ沢地

区では本震の20-30分後に二次泥流の第1波が観測さ

れている.(9月17目撮影)�


